
自治事務 法定受託事務

■職員■一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )

10 5 5

10 5 5

・ ・

・ ・

・ ・
・ ・

・ ・
・ ・

※令和７年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

329,861,377 0

旧煉瓦製造施設修理工事
文化財管理施設等の管理
運営

旧煉瓦製造施設修理工事
文化財管理施設等の管理
運営

旧煉瓦製造施設修理工事
文化財管理施設等の管理
運営

旧煉瓦製造施設修理工事
および管理活用棟建設等
文化財管理施設等の管理
運営

693,723,000

執行体制

一般会計

項 目

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

旧煉瓦製造施設の保存修理

誠之堂・清風亭・旧煉瓦製造施設の維持管理

川本出土文化財管理センター維持・管理

文化財施設等管理業務

管理文化財の修繕

作成日

細事業名

事
業
費 地方債

年度別計画

348,338,000 938,109,000

35,100,000

決算額

国支出金

635,113,000

676,543,392

242,000

54,648,560

150,920,630

単位：円

114,706,000

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

172,368,597 361,910,177

17,313,026 17,622,363

2.20

事務事業評価表
１．基本事項

2.20 2.15

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

文化財施設管理活用事業［文化振興課］

文化財費 文化財施設管理活用事業［教育施設課］

重要な文化財や文化財管理施設等を安全かつ効果的に公開や運営をできる環境を整える。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

文化財の公開と、保存・修理工事等を行う。川本出土文化財管理センターを開館する。

成果
※何を求めるか

文化財の保護と活用を促進し、深谷市の魅力を向上する。

中項目 2 誰もが生きがいを持ち学ぶことのできるまちづくり

108,400,000

事務事業

3

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

277,900,000

670,011 713,740 202,263 538,965

365,373,000

64,637,000 155,600,000 242,265,000

301,921,377

区分

大項目

小項目

2

市を代表する貴重な文化財である、誠之堂・清風亭、旧煉瓦製造施設の管理・活用を行う。また、川本出土文化財管
理センターについて、市内の出土品と寄贈された民具資料等を収蔵する施設として管理・運営する。

県支出金 0 0 0 0 0

文化財費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

323,424,000

社会教育費

教育費 社会教育費

誠之堂・清風亭、旧煉瓦製造施設などの市内文化財および川本出土文化財管理センター

121,500,000

350,630,258 659,776,769

20,768,881 24,663,769

2.45 2.80

66,474,074

278,700,000

344,287,814

令和5年度 令和6年度

694,221,211

17,677,819

令和08年06月19日(金)

令和9年度

文化財保護法、文化財保護条例

■ □

74,217,129 70,001,782

文化振興課 担当係 文化財保護係 管理番号 74121文化財施設管理活用事業

次代を担う人と文化を育むまち

郷土の歴史・文化の継承と活用

令和7年度

教育費

155,055,571

旧煉瓦製造施設修理工事
文化財管理施設等の管理
運営

担当課

令和4年度

27,940,000

前年度決算額（円）

一般会計



目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移
旧煉瓦製造施設の保存修理工事（耐震補強工事）を順調に進めることがで
きた。耐震補強工事中は、ホフマン輪窯６号窯の一部公開を行い、映像及
びパネル等の展示の毎日開催および週末の輪窯見学を行った。
また、ホフマン輪窯６号窯等展示活用基本計画に基づき、管理活用棟建設
等工事設計業務を完了したほか、展示制作業務の契約締結と飲食事業者の
候補者選定を行った。

指標名

誠之堂・清風亭来館者数

旧煉瓦製造施設見学者数

目標値

実績値

川本出土文化財管理センター
展示見学者数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

評価評価の観点区分

200.00 289.00210.00

3,031.00 837.00

1,000.00 1,000.00

人

目標値

実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標１

成果指標２

単
位

件

３．評価指標

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

目標値は設定しない

区分

文化財保存・改修工事件数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標３

実績値の算出式

実績値

6,500.00 6,500.00 6,500.00 6,500.00

目標値

7,910.00

1,000.00

来館者数の推移

実績値の算出式

10,048.00 11,758.00 13,050.00

1,600.00

5,000.00

人

　

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 文化財保護係長　深町　裕子

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

誠之堂・清風亭・旧煉瓦製造施設の見学予約における効率的な管理方法を
検討し、公共施設予約システムによる申込受付を開始した。なお、旧煉瓦
製造施設はオープン時に備えて、システムの設定のみを行った。
引き続き、効率的な予約管理方法を研究する。

B

B

誠之堂・清風亭は、指定管理者による施設運営を開始し、適切な管理が行
われ、目標値を上回る見学者が来館した。
旧煉瓦製造施設は、管理活用棟の工事に向けて、５月で公開を中止した。
川本出土文化財管理センターは、目標値に達していないものの見学者は増
加した。成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 文化財保護係長　深町　裕子

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

1,000.00 1,000.00

来館者数の推移（平成２７年度から目標値設定）

5,262.00 965.00

5,000.00 5,000.00

1,000.00

　

令和
7年度

令和
8年度

4.00

6,500.006,500.00

5,000.00

人

3.00

来館者数の推移

5,000.00 5,000.00

3.00 3.00


